
鹿屋市告示第 172 号

  鹿屋市不妊治療交通費助成事業実施要綱を次のように定めた。

鹿屋市長　　郷　原　　拓　男

決 裁

令 和 8 年 4 月 1 日

令 和 8 年 4 月 1 日



鹿屋市不妊治療交通費助成事業実施要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、不妊治療を受けている夫婦に対し、遠方の不妊治療実施施設

までの移動にかかる交通費の助成を行うことにより、不妊治療を受けている夫婦

の経済的負担の軽減を図ることを目的とする。 

（助成対象者） 

第２条 助成対象者は、住所地から最寄りの不妊治療実施施設までおおむね60分以

上の移動時間を要し、鹿屋市不妊治療費助成事業実施要綱（令和４年鹿屋市告示

第260号）第７条の規定により助成金の交付決定を受けた者のうち、鹿屋市不妊

治療費助成事業実施要綱第３条に規定する生殖補助医療又は男性不妊治療を受け

ている夫婦とする。 

（助成金の額等） 

第３条 交通費助成の対象となる費用は、鹿屋市職員等の旅費に関する条例（平成

18年鹿屋市条例第57号）に準じて算出した額に0.8を乗じて得た額とする（ただ

し実費額を上限とする。）。助成の回数は１夫婦当たり１年度につき10回を上限

とし、うち男性不妊治療の上限は５回とする。 

（助成金の交付申請等） 

第４条 助成金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、鹿屋市

不妊治療交通費助成金交付申請書兼請求書（別記第１号様式。以下「申請書兼請

求書」という。）に次に掲げる書類を添えて市長に提出しなければならない。 

(1) 受診したことを証明できる領収書及び診療明細書 

(2) 振込口座が確認できるものの写し 

(3) その他市長が必要と認めるもの 

２ 助成金の交付申請は、治療終了日から１年以内に市長に提出しなければならな

い。 

３ 申請者は、本市に住民登録している者とし、申請書兼請求書に記載する振込先

口座は、申請者名義の口座でなければならない。 

４ 第１項の申請は、１夫婦当たり１年度につき２回までとする。 

（交通費助成金の交付決定） 

第５条 市長は、前条第１項の申請があったときは、これを審査し、助成金を交付



すべきと決定したとき又は交付すべきでないと決定したときは、鹿屋市遠方不妊

治療交通費助成金交付決定（却下）通知書（別記第２号様式）により、速やかに

申請者に通知するものとする。 

（助成金の交付） 

第６条 市長は、前条の規定により交付決定した助成金を申請者の指定する口座に

遅滞なく振り込むものとする。 

（助成金の返還） 

第７条 市長は、偽りその他不正の手段により助成金を受けた者があるときは、そ

の者から既に交付した助成金の全部又は一部を返還させることができる。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

 この要綱は、令和８年４月１日から施行する。 



 

 

 



 



 

 

 


